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(Abstract) 

About 30 specimens of the Cyprinid fossil fishes from the lto-o formation (early 

Miocene) have been collected since 1970. They belong to the same species. 

Pharyngeal teeth of the fossil fishes are very compressed ones which have narrow 

griding surfaces, except the first tooth in the main row. 

These characteristics resemble those of the genus Carassius and Carassioides (teeth of 

the main row). However, the fossil pharyngeal teeth consist of at least two rows and the 

number which have been recognized up to now are as follows: 5 in the main row, and 2 

in the outer row. 

The number of the dorsal fin rays (Table 2) is rather smaller than that of the recent 

specimens. The teeth of the main row are different in number from the recent speci-

mens; its first tooth in the form. 

Judging from these characteristics, it can be said that the fossil fish should belong to 

a new genus and species of the subfamily Cyprininae. 

1.はじめに

福井県丹生山地には下部中新統の糸生累層が広く分布している．筆者は1970年に糸生累層か

ら小型の魚類化石を発見し（安野，1971)，ここ数年間に採集できた 30個体相当の標本につい

て，主に咽頭歯のク リーニ ングおよびその復元について検討を進めてきた． その結果，こ れら

の化石魚類は ， 1個体を除いて，一種類の コイ 科魚類であることが判明した．

幸い最近， 外国産の現生魚類 (Carassioides ca祉畑ensis他）を入手するこ とができ，咽

頭歯について比較検討できた．その結果得られたいくつかの知見について報告す る． 今後，骨

格等についての詳細な検討を進め， 近く 別誌に化石種の記載をする予定である．

この報告にあた って，国立科学博物館の友田淑郎博士には貴重な現生魚類を提供していただ

き， 親切な と指導を受け た． 鶴見大学歯学部の小寺春人氏には 写真撮影にあたって援助を受

け，京都大学理学部大学院 （動物学）の中島経夫氏と共に討論いただいている ．福井大学教育

学部の三浦 静教授には日 頃地質についてと指導を受けている． 福井県教育研究所の吉沢康楊

氏， 福井大学教育学部の東 洋一氏には日頃地質について討論いただいている ．中華人民共和

国の伍献文博士からは現生魚類標本の提供をうけ た．以上の方々 に厚く お礼申し上げる．

＊福井県立羽水高等学校 Usui High School, Fukui 

1976年10月31日受理
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2.化石産地・ 産状

ニニ ウ

魚類化石は福井県丹生郡朝日町上糸生の県道の切割（高 さ2？叫幅1.5m)から発見された．

第 1図に産地を示す．含化石層は糸生累層上部の糸生湖成層で，これは厚い火山岩類に挟まれ

て分布 している ．糸生累層の

詳細は三浦 ・東 (1974)が報

告している ので 重複をさけ

た．第 1表に糸生累暦の層序

を示す．

糸生湖成層からは この他，

トンボ類等の毘虫化石および

藤岡 (1940)の言 う阿仁合型

植物群に対比される植物化石

が産出している ．

魚類化石は凝灰質泥岩互層

の厚さ3~4C71lの部分に密集

し （第 2図） ； 層理面ま たは

ラミナ面にほとんど印象の状

態で保存 されている ．化石の

保存状態は良好であ るが，含

／
＼
一
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第 1図 魚類化石産地図

化石園は細かいク ラックが多

く，母岩が小片化していて完全な棟本を採集するこ とは困難である ．化石摺には不規則なラミ

ナが発達し，この数cm下位には流痕が惣められる．

Fi.g. 1. Locality map of the fossil fishes. 

第 1表 福井県丹生山地における糸生累刑の府序

（三浦 ・東，1974)

Table 1. Stratigraphic sequence of the Ito-o 

formation in the Niu mountainland, 

Fukui Pref. (MIURA & AZUMA, 1974) 
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第 2図 地質柱状図

Fig. 2. Columnar section of the 

fossil bed. 

A:凝灰質砂質泥岩 B:凝灰質泥岩

C:砂岩 D:魚類化石 E:植物化石

F:流痕



福井県丹生山地産の中新批コイ科魚類化石 153 

採集さ れた30余個体の椋本中，3似体のみが堆積前に一部分解していた形跡を残している ．

これらのことから，化石魚類は比較的浅い湖底に生活していたものが死後それほど遠方に運ば

れることなく堆積したも のと考え られる ．

3.化石魚類について

特徴の明らかに異な る大型の 1個体を除き，産出した化石は全長 4~8C7llの小型の魚類であ

る．ほ ぼ頭部を欠く（主鯉蓋骨は残る） 1個体は復元す ると全長14an位になる．

化石魚類は コイ 目の特徴であるウ ェーベル氏器官の一部である 三脚骨（第 3図，tr)の末端

を残してい ること， 上下の顎に歯がなく発達した咽頭歯を有す ること， 背鰭および尻鰭に強い

有歯棘条を有することなどからコイ目コイ 科（ コイ亜科）に属するも の と判断できる．

これまでに計測し得た化石魚類の主な形態は次に示す とお りであ る．

D)[，ll~lO;A川， 5; P 17 ; V 9 ; Vert, 32 

第 3図に化石魚類のスケッチを示す．この化石では吻部を破損しているが，化石魚の吻部は

突出 したも のでなく ，丸味のある外観を示す．頭部は大きく ，体高は高く ない．副楔骨の位置

o・ 

ds 

2、…'̀ -- --• 

] cm 

第3図 コイ科魚類化石のスケッチ
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Fig. 3. A sketch of the fossil fish of the family Cyprinidae. 

as, anal spine; ds, dorsal spine; n5, neural spine of 5th vertebra; 

n21, neural spine of 21th vertebra; pa, parasphenoid; pap, parapophybis; 

pt, pharyngeal teeth; ra, fragment of bone; tr, tripus; 

(The wel卜developedinterrnuscular bones are omitted here.) 

は中央かやや高い．背鰭および尻鰭にはその後縁に鋸状歯を有する強い棘条を 1本有す る．こ

のような特徴を示す コイ 科魚類のお もなものを第 2表 に示す．背鰭の分岐条数は15個体が11

本，他の14個体が 10本であっ た．背鰭の第 1担鰭骨は次の椎骨の神経棘の間に挿入されてい

る： ％～％0.尻鰭の分岐条数は 5本で，計測した33梱本で変化はなか った．
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第 2表 背鰭及び尻鰭に鋸状歯を有するコイ科魚類の特徴

Table 2. Characteristics of the recent Cyprinid fishes with both 

dorsal and anal spines which were serrated. 

Number of branched rays 
~ヽ

Dorsal Anal 

Predorsal 

Pharyngeal teeth neural spines 

Carassius auratus 
subsp. * 

C. a. gれ切doculis

C. a. langsdorfii 

Carassioides 
canto”切 sis*

Mesocyprinus 
m£oristius * 

Procypris merus * 

Cypr切uscarpio 

(11~)12~13(~14) 

12~13 

(15~)16~17(~18) 

17~18 

18~20 

(15~)16~17(~18) 

17~20 

こ：｝。，0,4/4.0,0
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0, lor2,4/4,2orl,O 

1, 1, 3/3, 1, 1 

2,3,4/4,3,2 

1, 1, 3/3, 1, 1 

9(1)** 

7~8 

7(4)** 

10(1)** 

9(2)** 

fossil fish l 
The species with an asterisks* are not living now in Japan. The 

numbers with asterisks** implies those of specimens obtained by 

the writer or recognized by the radiographs. 

10~11 5
 

?,2,5/5,2,? 8~9 

コイ 科魚類の属および種の査定にあたって，咽頭骨や咽頭歯の歯列等はその決定に重要な役

割を果している ．従っ て，化石魚類の種の査定には咽頭骨および咽頭歯の歯列や形態の特徴を

明かにし，また，それを復元す ることが必要であろう ．

化石魚類の 1個体は咽頭骨を保存しているが印象で完全な復元は困難である ．咽頭歯を保存

した標本は10点余 りで，これらを総括して述べると，化石魚類の咽頭歯は少なく とも 2列から

なっ ている． 第 4図に比較的よく保存さ れた咽頭歯のスケッ チを示す．

第 4図 コイ科魚類化石の咽頭歯のスケッチ

Fig, 4. A sketch of the right pharyngeal teeth of the Cyprinid fossil fish. 

m1, the first tooth on the main row; ms, the 5th tooth on the main row; 

S2; the 2nd tooth on the outer row (The first tooth lacked in cleaning.). 
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主列（内側の列）にはエナメル質の発達した 5本の歯を確認することができた ．その第 1歯

(1番前の歯）を除いて，他の 4本の歯はいずれも側偏 し， 細長い咬合面を有し ，前方に弱く

彎曲する特徴を示す．咬合面の内側端には後方に向って小突起が認められる ．

このように側偏 した咽頭歯は第 2表に示した コイ科魚類の中で Carassius 属 と Carassi-

oides属にのみ見 られるも のであ る． Carassioides cantonensis の主列の咽頭歯 と Cara-

ssius属の咽頭歯の間には特筆すべき形態上の相違は認めら れなかった．

コイ科魚類の進化史上，Carassius属の化石は中国の鮮新世から発見されているが，この化

石魚類はすでに他のコイ科魚類から側偏した歯（現生のフナ属の歯と類似する歯を“フナ型の

歯＂ と仮に呼ぶとする）に分化•特化している．この化石魚類は中新世初期に “フナ 型の歯”

を有する魚類が出現していたことを示している ．

化石魚類の背鰭の分岐条数，主列の咽頭歯数は現生す る Carassius属およ び Carassioides

属のそれと異なっている ．化石魚の主列の第 1歯の特異な形態と他の歯にみられる内側端の小

突起は現生する両属の魚には見られない特徴である ．このような形態上の特徴から化石魚類は

Carassius属および Carassioides 属から独立した絶滅種であると考える．
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Plate 36 

Fig. 1．全身

保{f部分の長 さ 4.7cm 

Fig. 2. 111月頭油

右側が前 右端は それぞれ主列の第 1油である

/1:ドのスケールの大きさ は 1mmを示す
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